
RWC2015イングランド大会は、日本代表をはじめと
するラグビー界では、準強豪チーム（テイア2）とよば
れるチームの飛躍的なレベル向上にて多くの接戦を生み
出し、大盛況にて大会を成功させた。そして、RWCの
バトンはいよいよ、われわれの大会である、RWC2019、
日本大会へ渡された。
RWC2019組織委員会は、2015年 3月に決定をした

日本全国12の開催都市（19開催自治体）と共に開催準
備の一環としてRWC2015の現地視察を実施した。視
察で注力したのは「試合開催会場（スタジアム）」と「開
催都市」としての準備の2点である。

まず、試合開催会場においては、通常営業としては
サッカー場や陸上競技場である施設にどのような改修、
仮設対応、工夫を施して国際ラグビー競技運営基準を受
け入れられるように調整したかなど、情報収集に努めた。
試合開催会場において特に印象に残った 2つのこと
は、まず、来場する観戦者（チケット購入者）と同じレ
ベルで、世界中でテレビ、ラジオ、インターネットを通
じて RWC2015 を観戦、応援するファンたちへの対応
を充実させていたことである。放映やメディア対応に関
しては運営全般における優先順位を高めており、テレビ
でいうならば中継に「映る」、「映らない」箇所の仕分け
をはっきりとさせて、コストのかけ方も合理的かつ効果

的に計画がされていた
ことが読み取れた。
選手がピッチへ出入
りする通路は単に大会
のブランディングを施
すだけでなく（この方
法なら大会期間に 1回行なえばすむ）、対戦チームロゴ
を配置するなど（試合毎に設営撤去が発生する）手間と
コストをかけて放映における演出の補助を行なってい
た。
もう一つ印象に残ったのは、ラグビーという競技が持
つ特徴（ファンが美徳とするイメージ）を重視した運営
を行うことで、大会そのものの雰囲気作りに大きく貢献
をしていたことである。具体的にはスタジアムにおいて
目に見える（制服などでの）警備を最小限に抑えること
で、「管理、監視されている」ではなく、チームとの物
理的な距離なども近くて「うれしい！楽しめる！」とい
う雰囲気を作り上げた。警備だけではなく、スタジアム
周辺で会場への誘導などを行っていたボランティアを中
心としたスタッフたちも、試合へ向けて贔屓チームの応
援を加熱させるような盛り上げではなく、「開催国とし
てのイングランドを楽しもう、ラグビーを楽しもう！！」
という雰囲気を広げることに努め、双方のファンに声を
かけ、お互いを称え合わせたりするような活動を積極的
に行っていた。
ラグビーではチケット
販売においてホーム、ア
ウェイで席を区分して販
売せず、対戦相手のファ
ン同士が交じり合って試
合を応援することが一般
的であり、実際にチーム
がスタジアムに到着する際もあえて手前でバスを降りて
両チームのファンの中を通ってスタジアムに入場する習
慣もある。
「開催都市」としての準備に関しては、視察のキーワー

写真 1　�ピッチへのチーム出入口
© JR 2019

写真 2　チームバスの到着地
© JR 2019

図 1　RWC2019の開催都市・開催自治体
© JR 2019

�{���Ä
�{��!ß"�"�!ê�À�Ø
�î�ó�ä	è�&

���œ�Ä"����œ�

���œ�Ä
_�î�ó
�ƒ�c�À�Ø���e�ä	è�&

�f�¢�Ä"��f�¢�

�¿�/�ƒ�À�Ø
�¦�v!•�U�¶	è�&

�U	Î�

�U	Î�
�Â�Ã�À�Ø
�¶	è�&

�•�$�

�•�$!ï"�"�

�¥	Ö�Ä"����ý�

���ý�ö�ð�‡�Ä�;
!ß!å!Þ!È"�"K�Î�…"L

���š�Ä"����?�

���?"�!Ö!ù"��&

�¿�®�Ã
�¿�®!ß!å!Þ!È"�

"�!Ö!ù"�"�"�"�!ï!Ñ!é!ý2019 �Ï�u�Ã�
"R�¾�ó�Ï�u�ß�&

	Z�÷�Ä"��E���

�E��!ß!å!Þ!È"�

�{�õ�E"��¿�{�õ�

�¿�{�õ�
�v�Ø"�!Ö
!ù"��&

�z�¢�Ä
�q�õ�›�î�ó�ƒ�c�À�Ø
!Î!Ù!÷!ß!å!Þ!È"�

�U�‰�÷�Ä"��Í
Ï�

�Í
Ï�Î�%�î�ó�ä	è�&

自治体国際化フォーラム｜May 2016 Vol. 319 11

 ― ラグビーワールドカップ2015イングランド大会から学ぶUP
ZOOM

RWC2019 に向けた枠組み・スケジュール5
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ドとなったのが、「観客輸送」、「ファンゾーン」、「都市
装飾」などである。スタジアムは街の中心部や公共交通
機関の周辺にあるものだけとは限らない。日本において
も試合開催会場が開催都市の中心部から少し離れている
ケースもあり、来場者はスタジアムに行き慣れている人
も、初めてという人もいる。そのような状況で観戦者に
分かりやすくかつ安全で、キックオフ時間に間に合うよ
うな輸送計画、実施が開催都市には求められる。また日
本大会においては日本語と合わせて最低でも英語による
対応も必要となるであろう。RWC2015 では、ロンド
ンを除けば日本ほど各開催都市内での公共交通機関の整
備がされていなかった。そのためにシャトルバスでの輸
送計画と合わせて多くの開催都市はスタジアムへの徒歩
ルートを作成かつ利用を推奨した。中には中心部から
40～50分程度かかるものもあり、特にナイター試合で
の徒歩への誘導は厳しく、シャトルバスに集中してしま
い、キックオフ直前にはスタジアムにて多少混乱が生じ
ていた場面も見受けられた。日本大会においても、公共
交通機関は他国より充実してはいるが、シャトルバスや
徒歩ルートの確保は必要となり、また徒歩ルートへ誘導
およびキックオフの数時間前にはスタジアム周辺（徒歩
圏内）へなるべく多くの観戦者を誘導できているような
仕掛け（イベントなど）を開催都市と連携の上、考えて
いく必要があるのではと感じている。
「ファンゾーン」に関し
ては単にパブリック
ビューイングが出来る場
所と捉えるのではなく、
RWC2015においてはイ
ングランドラグビー協会
（開催協会）との連携でラグビー競技の普及育成活動の場
として活用した上で、観覧車などを配置しラグビーに関係
なく子供たちも含めて楽しめる場として造り上げていたこ
とが印象的であった。
個人的な意見であるが、今回の大会では各ファンゾーン

でその地域色を出し切れていなかったのは残念に感じた。
日本大会においてはパブリックビューイングなど、どの開
催都市を訪れても共通のサービスが受けられるものと、「食」
などに代表される、名産・名物などで開催地色を出し、地
域ごとで違う楽しみ、体験ができるように実施していきた
い、いくべきと感じている。

都市装飾に関しては、シンプルに開催都市の中心部に
て RWC2015 が開催される（されている）ことの告知
用に実施していた。決して華美なものではなかったが、
人が集まり目に留まる場所である駅や広場に統一された
ブランディングを実施していた。開催都市装飾において
は、どこでどの期間行なうのか、そして誰向けのメッ
セージであるのかをしっかりと計画する事が重要である
ことを感じた。大会告知として積極的に露出することは
重要であるが、これは必ずしも観戦者やラグビーファン
のみに向けたものと考えてはいけない。RWCのような
メガイベントを成功させるためには、開催地域の住民の
期待が高まること、協力体制が整うことが不可欠である。
そのためには大会の気運醸成という意味も込めて、地域
住民が実施されるイベントの地元受け入れメリット、ど
の様な可能性をもたらすのかを理解した上で「自分事」
にさせる必要がある。
写真 4は、RWC2011
ニュージーランド大会に
て、オークランド市の目
抜き通りに都市装飾の一
環として、開催都市とし
ての外部へそして市民へ
メッセージを発信した事
例である。
今回の視察を経て改め
て、RWC2019 へ向けて、単に試合開催会場と開催都
市を準備するだけでは大会を成功に導けないことを再確
認した。単に準備して、開催するだけでは何も残らない。
RWC2019 を通じてレガシーとしてスポーツに、開催
国、開催地域に何を残すのかを考えながら準備活動を行
うのが重要となる。
アジアで初開催となる RWC2019 を終えた時には、
12 開催都市のみならず多くの人が、「では、自分たち
の町に（次は）何の大会を誘致して、地域を更に活性化、
成長させようか」という気持ちになっているようにした
い。そして世界からは RWC2019 を通じての発信で、
「日本にはそのような素晴らしい地域が、施設が、文化
があるのか？では是非このイベントの次回開催は日本
で！」というように日本への関心を高めていけるような
運営準備を進めていきたいと思う。

写真 3　ファンゾーン
© JR 2019

写真 4　�RWC2011ニュージー
ランド大会における都
市装飾

© JR 2019
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RWC2015 における視察結果
2019 年、東京スタジアムは世界最大級のスポーツイ
ベントである RWCを迎える。都は、RWC2019 の開
催準備に万全を期すため、知事視察および都議会調査団
による視察、職員の公式プログラムへの参加などさまざ
まな形で、先行大会である RWC2015 の運営状況など
を視察した。
①　試合開催会場
世界のラグビーファンをRWC2019にお迎えするうえ

での課題は何か。このような問題意識を持ち、トゥイッケ
ナム・スタジアムを視察した。会場では、特別なプログ
ラムに申し込んだ観戦客が飲食や観戦を楽しめるホスピ
タリティ施設やメディア関係者が業務を行うメディアセ
ンターなど、RWCならではの施設が充実していた。
ラグビー文化の理解の上に立ち、選手、VIP、観客等
に最高のおもてなしを提供できるよう、ハード・ソフト
にわたる対応が求められることを確認した。
②　ファンゾーン
大会を盛り上げるためファンゾーンという無料のス

ペースを設けることは、RWCの大きな特徴である。会
場には飲食店ブースやオフィシャルグッズ店が並び、観
戦客だけでなく一般市民がイベントや大型映像装置によ
る試合観戦などを通じて、思い思いにRWCという特別
な日を楽しんでいた。また、開催会場周辺に加えて、ロ
ンドン市内中心部の観光名所、トラファルガー広場にも
ファンゾーンが設置されていた。観光名所にイベントス
ペースを設けることで、ラグビーファンだけでなく観光
客にもRWCを楽しんでいただける仕組みになっている。
ファンゾーンは各開催都市が設置し、RWCの盛り上
げに大きな役割を果たす。ファンゾーンを使ってどのよ
うに RWC2019 を演出し、都民をはじめラグビーファ
ンに RWCを楽しんでいただけるかは、大会成功に向け
た今後の大きな課題のひとつである。
③　会場へのアクセスについて
安全・円滑な移動手段の提供は、各開催都市の重要な

役割の一つである。試合当日、市内や最寄りのファン
ゾーンとスタジアムを結ぶシャトルバスが運行しており、
来場者は鉄道以外の公共交通手段を利用できた。スタジ
アム周辺は試合前後の一定時間、交通規制が行われてお
り、専用道路を確保することで十分な台数のシャトルバ
スを待機させる工夫がなされていた。また、鉄道駅や
シャトルバス乗り場、会場周辺ではボランティアによる
案内誘導が行われ、来場者の円滑な移動を支援していた。
都は今後、スタジアム周辺の動線などについて検討を
進めるとともに、2020年の東京オリンピック・パラリ
ンピック競技大会を一連のものと捉え、ボランティア確
保をはじめ大会準備を進めていく。

RWC2019 に向けて
RWC2019 を成功させるには、現時点からラグビー
という競技の熱気や興奮、スポーツの素晴らしさを多く
の方々に届ける工夫が必要である。
都では、さまざまなスポーツイベントにおいて、気運
醸成のための RWCプロモーション活動を行っている。
今後も継続するとともに、さらにラグビー体験などを通
じて競技そのものの関心を高める取り組みも行いたいと
考えている。
また、試合開催会場や会場へのアクセス、ファンゾー
ンの設置など本稿で取り上げた課題の解決に向けて、調
査検討を開始した。
RWCとオリンピック・パラリンピック競技大会の2年
連続開催により、世界中から多くの方々が東京を訪れるこ
とが予想される。この機会を捉え、都議会や地元をはじ
め各自治体とスクラムを組
み、ラグビーおよび東京の
魅力を発信して、両大会を
盛り上げるとともに、ボラ
ンティアによる案内や多言
語対応など最高のおもてな
しを準備して、国内外から
の来訪者をお迎えしたい。

都のスポーツイベントでPR
活動を行う東京都スポーツ
推進大使・ゆりーと
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岩手県と釜石市は、9月17日から10日間の自治体
公式視察に参加し、ブライトンとグロスターを訪問した。
最初の訪問地ブライトンは、賑わいに事欠かない人口
15万 6,000 人の海辺のビーチリゾートである。
観光地である上に、地元サッカーチームのホームスタ
ジアムが 2001 年に郊外に完成していて 3万人収容可
能となり、ホスピタリティー用の会食付観戦のできる諸
室も多い。また海辺の砂利浜の上で展開された 1万人
収容可能なファンゾーンは、駅と結んで市内観光ルート
ともなり、スタジアムまでのシャトルバスの出発点でも
あった。3日間の限定展開ながら、連日盛況でメディア
取材陣も多く来場してたいそう賑わっていた。
海辺のロケーションとお天気があればこその成功では
あるが、そこには、もとより関係者の熱意が潜む。だか
ら不意の出来事があってもスタッフは決して慌てず騒が
ずにいる。熱意とは、決してぴりぴりしたものではなく、
周到に準備を重ねるところと感じた。スタジアムのス
タッフも真面目に励むが焦りはなかった。予定通りだか
らか。もともと不意の出来事にも対応できるように、余
裕のある計画をたて、余裕をもって物資を調達して備え
るからか。どちらにせよ、焦りがない。
街でも笑顔を多く見かけた。日常の煩雑から逃れるの
はリゾートであり、働く人が笑顔で楽しいので、観戦に
来る人も笑顔になれる。スポーツの祭典には、勝負の中
身以外は、笑顔がふさわしいことを痛感した。
次の訪問地グロスターは由緒ある歴史の街であり、伝
統あるラグビーの街である。我が釜石市は人口 3万
6,000人でスタジアム収容予定1.6 万人と、RWC2019
開催 12都市の中で断トツに小さいが、訪問先のグロス
ターも人口12万人ながらスタジアム収容 1.5 万人と
RWC2015開催都市の中では最小の開催規模だ。
試合会場キングスホルムは元々、イングランド代表の
ホームでもあり、今でもテストマッチ級の試合が開催さ
れる聖地である。建物は古風で柱も立見席もあるが、
2007年の改修工事で個室観客席が増え、モダンとクラ
シックが混在するつくりである。浅薄な流行に踊らされ

ることなく、それでいて道理に合ったものは積極的に取
り入れる。何よりも伝統を受け継いで、後の世代につな
ごうという気構えがある。ファンゾーンは 3,000 人収
容で街の観光シンボルのドッグ跡に設けた。駅を挟んで
ファンゾーンとスタジアムがどちらも 20分ほどの徒歩
圏内にあり、有名な大聖堂も途中にあり、通りのあちこ
ちに旗や幟で RWCのドレッシングが施され、街中すべ
てが来客をもてなしている雰囲気であった。
どちらの街も、その土地の政策課題に結び付けて
RWC2015 開催運営を行っていた。この地域が RWC
を契機として、どう変わっていったか、それは自分たち
の狙いにどう適合しているのか、訪れる人たちに、そう
いうプレゼンを将来も続けていくのである。
成功のカギは人である。人がいて、ユニットをつくっ

て、さらに組織を運営していく。適材適所な人が、思い
をもって心して事にあたることが成功の秘訣だ。
RWC2015で、街の担当者たちは皆一様にやる気にあふ
れていた。さらに、そのやる気は決して内にこもるタイ
プのものでなく、焦りに通じるものでもない。笑顔で周
りの人たちと一緒に成し遂げようとするやる気であった。
一人でも多くの人に笑顔を届けること。楽しんでもらっ

て笑顔になってもらうこと。そういうことを自然と醸し
出すようにして、RWCを軸に街全体を笑顔で包んでいく。
それが結果としてラグビーの魅力を広めることになって、
街の魅力をアピールすることになっていくのだ。
大型客船や SL を利用した新規ツアーの開拓による観
光産業との連携。小中学校での RWC参加国の理解学習
や交流行事の実施といった教育との連携。日本酒や海産
物フェア、試合をする国の物産フェアなどの産業振興。
そして国際大会の誘致から実施運営までを知識として継
承するためのスポーツマネジメント学会の立ち上げや防
災学習のできる臨海学校の実施など、チャレンジできそ
うなことはたくさんある。街が愉快になることが一番で
ある。そのための計画を立てて戦略的な準備をしよう。
ちょっとお洒落な世界のお祭りを釜石でやれるとは、
なんて素敵なことだろうか。
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1　共通点と違いを意識した準備
RWC2019については、開催期間や開催都市が既に決
定しており、RWC2015とそれほど変わらない部分もある。
RWC2015を支えたボランティア制度や、盛り上げに寄与
したイベントなども、大いに参考にできるだろう。しかし、
RWC2015が、イングランドにとっては2回目、英国にとっ
ては3回目の大会であったのに対し、RWC2019は、日
本だけでなく、アジアにとっても初めての開催となる。ま
た、イングランドは、ラグビー発祥の地であり、約2,000
のクラブチームがラグビー協会に加盟し、約500人のス
タッフ、6万人を超えるボランティアによって支えられて
いる。ラグビーを取り巻く環境は、日本と英国では大きく
異なっている。こうした共通点と違いを意識しながら、準
備を進めていくことが、まず重要と考えられる。
2　国際的なスポーツイベントを誘致する意義
国際的なスポーツイベントを誘致する場合、大会後も
残り続けるレガシーも含め、得られるものが大きいこと
は、開催都市や関係者が口をそろえるところである。
RWC2015 を例に、開催都市などが得たものを整理す
れば、おおむね次のとおりとなる。

これらは、RWC2015の関係者が例に挙げたものを並べ
たに過ぎない。外国語ボランティアや多言語ツールなど、
取り組み・工夫次第で、項目はさらに広がるだろう。他方で、
投入できるリソースには限りがあり、全ての最大化を求め
ることは難しい。国際的なスポーツイベントを誘致する場
合、取り組みの方向性を見失わないよう、どのような成果

を目指すのか、明確なビジョンを持つことは重要と考える。
3　地域の活性化、国際化に向けて
試合が開催されない都市にとって、どのような取り組み

が必要か、どの程度必要かは言うまでもなく、各都市の状
況によって異なってくる。開催都市が近く、キャンプ地や
外国人観光客に人気がある観光地を抱えている都市であ
れば、サインの多言語化や、外国語対応能力の強化の必要
性は高まる。逆に、開催都市やキャンプ地が近くにはなく、
外国人観光客が元々多くない地域であれば、RWC2019
のためにわざわざコストをかける必要はないといった意見
も出てくるかもしれない。しかし、現在、訪日外国人観光
客数は急激に伸びており、2020年の目標が 3,000万人
に引き上げられている。また、大会期間中には、約40万
人もの海外からの観光客が来日すると想定されている。こ
れらの状況を踏まえれば、各地を訪れる外国人が今後増加
することは、容易に推測できる。また、地域の側においても、
ひとりでも多くの外国人観光客を取り込むことは、地域経
済の活性化の観点から、不可避な流れと言えよう。
また、代表チームがキャンプを行う場合には、地元の
学校などとの交流行事が通常行われる。こうした交流行
事は、地域住民、特に子供たちの関心を、海外やスポー
ツに向ける絶好の機会となる。さらに、こうした国際交
流やスポーツ交流をきっかけとして、地方自治体や交流
団体などの連携が強化されれば、それは地域の活力の源
泉となり、さらなる活性化にもつながっていくだろう。
4　最後に
RWC2015 の開催に際しては、RWC2015 組織委員
会や開催都市などが、それぞれさまざまな取り組みを
行っており、この特集のなかで全てを紹介することは残
念ながらできない。しかし、多くの団体が、一時的なお
祭りで終わらず、「レガシー」として、この大会を通じ
て得られたものを残し、活かしていきたいとしている。
過去 8回の大会を通じて培われた歴史や伝統を大切
にしつつ、初めての日本、アジアでの開催として、日本
らしさ、新鮮さをどのように発揮するか、RWC2015
から学べることは少なくはないと考える。

表 1　国際的なスポーツイベントから得られるもの

◇資産の態様からの整理
ラグビーに

直接係わるもの
ラグビー以外でも
利用できるもの

ハードと
して残っ
たもの

スタジアム、グラウンド、
ラグビー用具

交通インフラ、トレーニン
グ施設・機材、駐車場、案
内板、家具類

ソフトと
して残っ
たもの

プレーヤー、指導者、ボラ
ンティア、運営などに係る
ノウハウ

外国人観光客に接した経験、
海外に対する関心・理解、ス
ポーツ・健康に対する意識

◇性質からの整理
得られるもの

経済的な
もの

売り上げ、整備されたインフラ、創出された雇用・産業、
知名度・好感度、新たに誘致されるイベント・投資

社会的・
文化的な
もの

ラグビーが有する価値観、スポーツ・健康に対する意識、
海外に対する関心・理解、青少年の育成、地域参画に対す
る意識、地域内のネットワーク・絆、連帯感・達成感
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 ― ラグビーワールドカップ2015イングランド大会から学ぶUP
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